
 

４月１３日（土） 受付開始 12：45  開演 13：45～16：30 

姫路市花の北市民センター 
姫路市増位新町 2 丁目 12 番地       

(交通アクセス) ・JR 野里駅下車、西へ徒歩約 1 分 

・神姫バス・野里駅前停留所、西へ徒歩約 

（会場 URL）https://himeji-machishin.jp/toshi/commu/hananokita/ 

日 時 

会 場 

お申込み 

お問い合わせ 

 船井勝仁さまテーマ 

 「神さまの信用創造」 

 金融や会計で説明する恩送りのメカニズム 

 

 

 入佐明美さまテーマ 

 「生きる喜びを分かちあうために 

～日雇い労働者との出会い～」 

入佐 明美（いりさ あけみ） 

１９５５年鹿児島県肝属郡（現・鹿屋市）生まれ。姫路赤十字看護専門学校卒業。病院勤務を
経て、 １９８０年から２０１６年まで、釜ヶ崎でボランティアケースワーカーを務める。 

著書に『ねえちゃん ごくろうさん』（キリスト新聞社）、『いつもの街角で』（いのちのこ
とば社）、『いのちを育む』（共著 中央出版社）、『地下足袋の詩』（東方出版社）、『ね
えちゃん 大事にしいや』（いのちのことば社）等がある。 

舩井 勝仁（ふない かつひと） 

１９６４年大阪府生まれ。１９８８年株式会社 船井総合研究所入社。１９９８年同社常務取
締役。金融部門を経て船井キャピタル、船井情報システムズの代表に就任。２００８年「競争
や策略やだましあいのない新しい社会を築く」という父・舩井幸雄の思いに共鳴し、株式会社 
船井本社の社長に就任。 

集合意識の変革に働きかけて、いい世の中づくりを進めていくために、講演・執筆活動を続け
ている。 

山本 彗莉（やまもと えり） 

1959 年兵庫県姫路市生まれ。短大卒業後、ピアノ・オルガン講師として活動。結婚により家
業に従事。9 年後破産。『話し方教室』に出会う。1996 年、トータルマナー研究所講師。
2010 年 あい☆えがお 設立。 

鬱、祖父母・父の介護、母の交通事故死、離婚等さまざまな貴重な体験と多くのご縁に導かれ
『お蔭様』の人生へ。『美しい日本を未来の子どもたちにつなぐ』『ひとりひとりの命を輝か
せる』を理念に、接遇マナー・コミュニケーション講師他、幅広く活動。 

■ 講師プロフィール 

■ 講演スケジュールおよびテーマ 

Ⅰ） 山本 彗莉 

『いのちを拝む～美しい日本を未来につなぐ～』 

Ⅱ） 舩井 勝仁 

『神さまの信用創造～金融や会計で説明する恩送りのメカニズム～』 

Ⅲ） 入佐 明美 

『生きる喜びを分かちあうために～日雇い労働者との出会い～』 

Ⅳ） 講師３人によるトーク 

入佐 明美 ・ 舩井 勝仁 ・ 山本 彗莉 

日時 ４月１３日（土） １３：３０～１６：３０ （受付１３：１０～） 

場所 姫路文学館  参加費４，０００円 （中学生以下 無料） 定員１５０名 

主 催 あい☆えがお『生きる喜び』講演会実行委員会 

後 援 英斎塾（人間学探究） 神戸新聞社 姫路木鶏クラブ 無倦会 

一般社団法人令和人間塾・人間学 lab.（五十音順） 

 



  

姫路文学館 北館３階講堂 〔兵庫県姫路市山野井町８４〕       

（会場 URL） http://www.himejibungakukan.jp/ 

（交通アクセス) 

バス 神姫バス・「市之橋文学館前」下車、北へ徒歩約 4 分 

お車 姫路バイパス「中地ランプ」下車、北東へ約 15 分 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下 URL または QR コードよりお申込みください。 

https://forms.gle/G2pEgZnGJx9xTmCs8 

 

４，０００円（自由席）中学生以下 無料  

お支払方法は、ゆうちょ銀行振り込みのみとなります 

お振込み手数料につきましては、お申込者のご負担でお願いいたします 

お振込み先詳細につきましては、お申し込み後メールにてご案内させていただきます 

お申込み後７日以内にお振込みください 

  ご入金をもちまして受付完了とさせていただきます 

  ４月１０日までにご入金が確認できますようお申込みください 

 

  山本えり Facebook メッセージにてお願いいたします。 

  https://www.facebook.com/eri.yamamoto.3950178 

 

あい☆えがお『生きる喜び』講演会実行委員会 

 

【場 所】 

（姫路文化会館） 

（あい☆えがお HP） 

【お申込み】 

～主催者代表 山本彗莉からのメッセージ～ 

 入佐明美さんは、中学 2 年の道徳の授業で「ネパールの赤ひげ」と呼ばれた岩村昇先生の活動を知り、生涯をネパ
ールで医療奉仕するという夢をお持ちになりました。 

姫路赤十字看護専門学校ご卒業後、精神科にお勤めになっている時に岩村昇先生の講演会が開催され、「ネパール
に行きたい」と直談判。「ネパールに行く前にボランティアケースワーカーとして釜ヶ崎で２～3 年働いてみません
か・・」という岩村先生の言葉を受け、2４歳で釜ヶ崎へ。 

木南一志氏の『養心の会』でご縁をいただいた皆さまから、「自分のことは何も考えず、何も持たず、釜ヶ崎で長
年奉仕活動をしている凄い女性がいる」とお聞きしました。その後、（株）アルペンローゼ代表の坂本美幸さんから
「支援物資の提供を申し出た時のお返事が、『何もいりません』だったのよ。『物は何も要らないから、貴女は貴女
の場所でしっかり働いて、雇用を一人でも増やしてください。釜ヶ崎に来る人がひとりでも減る様に、って。」彼女
が最も尊敬なさっている女性として、2010 年ご紹介いただいたのが入佐さんとの初めての出会い。その後、ご縁をい
ただいている多くの皆様ともご親交があることもわかり、私も親しいご縁をいただいています。 

入佐さんは 2016 年引退後、療養生活を経て、お母様の介護を 4 年間。お母様は昨夏、97 歳で天にお帰りになりま
した。ご縁をお繋ぎした舩井勝仁氏と、昨年末、三人で会っていた時、その間の入佐さんのいろいろな氣付きや学
び、体験を、私の介護の体験と話しあっていたら、舩井さんから「ふたりの話、聴きたい方もいらっしゃると思いま
すよ。入佐さん ぼちぼち動き始めたらどうですか？」とお声が。その場で、私、開催を決めました。 

入佐明美さんと出会って私が頂いたもので一番大きなものは、『いつも自分の想いにまっすぐに生きる！』 とい
うことです。彼女は、常に、どんなことにでも自分の希望・想いを率直に語られ、自分をとても大切になさっていま
す。釜ヶ崎での 36 年間も、お母様の介護の 4 年間も「いつも楽しく生きる喜びが湧いていて、大変だと思ったこと
は一度もないわ」と仰る入佐さんの優しさと強さに感動。そして、私たちを大きな愛で見守り応援してくださる舩井
勝仁さんに感謝一杯です。ぜひ聴きに来てくださいね。 

 

【参加費】 

【お問合わせ】 

(山本えり Facebook） 

（お申込み） 

http://www.himejibungakukan.jp/
https://forms.gle/G2pEgZnGJx9xTmCs8
https://www.facebook.com/eri.yamamoto.3950178

